
 

 

 

 

日時  10月 23日（月）13:30～15:30 

会場  鶴瀬公民館第３集会室 

テーマ 体の中を覗いてみよう 

講師  山田 祥三氏 

受講生 １１名 
 

 

講義概要 

 
１． 脳の仕組み 

 

脳の各部位をスクリーン上で示しながら分り易い説明を加えてもらいました。 

 

① 各部位の名称と機能 

② 神経について 坐骨神経 椎間板ヘルニア、狭窄症 

           パーキンソン病（ドパミンが原因） 

    山中教授が研究しているＩＰＳ細胞の実用化に向けて将来は可能性がある。 

 

２． 脳の血管の名称と役割 

 

３． 脳卒中について 

 
   ２０２２年の死亡率中脳血管症患が第４位 ６．８％ 

   脳梗塞、脳出血、くも膜下出血ほかのそれぞれの特徴と治療法  

学びのネットワーク 市民講師によるサロン塾 

講師 山田 祥三氏 

（富士見市市民人材バンク登録者） 

（人材バンク 野菜ソムリエプロ）  報告者：加藤久美子 

和子 

「人材バンク推進委員の会と」市民大学との共同企画 

講師  山田 祥三氏 
 



 ４．「脳梗塞」について基礎から知ろう 

 
① 動脈硬化が原因 

② 心房細胞が原因  アテローム梗塞、心原性梗塞 

③ 早期発見「FAST」 

     Ｆａｃｅ   顔の片側が下がる、歪む 

     Ａｒｍ   片腕に力が入らない 

     Speech  言葉が出てこない、呂律が回らない 

     Ｔｉｍｅ   早く 

 

  治療１  静脈療法 血栓溶解剤 脳血管内疾患・・・４～５時間以内に投与 

  治療２  カテーテル治療（図解説明あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５． 脳出血の予防について 

 
  原因は生活習慣にある  食べ過ぎ、運動不足、塩分の取り過ぎ、多量の飲酒 

                →高血圧→大動脈解離 

 

２通りの動脈瘤治療法の紹介 

 

 

質疑応答 

 
 ・脳出血後の改善について、山中教授の研究しているＩＰＳ細胞治療での改善は 後日、

山田先生より今のところ難しいと返事をいただいた  

  

 ・受講生の脳疾患への関心は高く、予防、早期発見と治療についての知識はあるが生活習

慣の改善が難しい（アンケートより） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講座資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


